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 本研究は、脳と脊髄を⼈⼯的に接続し、その適応や神経回路
の再組織化について解明する意欲的なものである。応募者はこ
れまで、サルを⽤いたシステム神経科学や、ヒトの脳イメージ
ング等に関する⼗分な研究実績を有しており、本研究において
も、サル及びヒトそれぞれの利点を活かし、よく考慮された実
験計画が⽴案されている。 

本研究の成果は、脳梗塞や脊髄損傷の患者に対するリハビリ
テーションへの応⽤に資することが期待される。また、脳と脊
髄のどちらが主体となって神経再結合が⽣じるのかなど、脳や
脊髄の神経⽣理機能の探求という⾯でも⾼い価値がある。 
 

  
 

  


